麦類の出穂生理とその遺伝 第8報 4種の大麦春播性遺伝子の出穂期の早晩に及ぼす影響 by 安田, 昭三
























品 種 名 春繍遺伝子構貯蓄播護伝言(す*Z鎖長早晩性
(早木曾 2号(繍型)ShShω 早生
反復親 大六角 1号(秋播型)ShSh sh，sh， sh，sh， 晩生
観.fメγシ品アリーC(春播型) shsh sh，sh， sh，sh. (由〉 4 極晩生
印度大麦(春矯型)ShSh Sh.'Sh，I sh，sh， (S-2) 7 極早生
1回 丸突 16 号(春播型)ShSh Sh，JISh，II sh，sh. (S-2') 7 中生









































第 2表 春婚系統と反復親および春矯系統同土の聞の雑種 F，における高温
長日下の止葉展開まで日数と主稗葉数ホ.斜め上欄は早木曾2号の遺
伝的背景，下欄は大六角1号の遺伝的背景，太字は親系統を示す
反復親 sh S-2 S-2' S-3 
遺伝子型
日数(葉数) 日数(業数〕 日数(業数〕 日数(葉数〕 日数(業数〉
S-3 鈎.6(6.0) 31. 0(6. 0) 30.2(6.1) 30.3(6.0) 
32.0(6.0) 
31.4(6.4) 
S-2' 32.1(6.0) 32.8(6.1) 32.7(6.0) 33.3(6.7) 31. 3(6. 1) 
S-2 32.5(6.1) 31.8(6.0) 
32.5(6.1) 
34.8(6.4) 33.2(6.5) 3'.5(6.7) 
sh 33.2(6.6) 
28.3(6.1) 
35.1(7.0) 31.4(7.0) 33.6(6.9) 31.8(7.0) 


















は， single doseで 1-4日， double doseで2-6日で，いずれも統計的に有意な値で
あった. これらのうち，出穂促進効果のもっとも大きいものは， double doseの場合 sh
型で， ついで S-3型であり， 複対立遺伝子 S-2とS-2'の影響はほぼ同じであった. ま
た， single doseとdoubledoseの差がもっとも大きいのは sh型で，その他の遺伝子で











第 3表 春播系統同士の F，雑種と， MF， (各親の春婦系統と反復親との雑種 F，
の平均値)との聞の高温長日条件下における止業展開まで日数の差命
ぷよ竺1 -h ah ah S-2 S-2 s:1' B電 s-F4 r x x x x 遺盤脅.. ふ2 8-3 s目.2' S-3 s-3 
早木曾 2号型 一1.05 +0.15 +0.40 -0.55 一1.15














遺伝子型差の日数 遺伝子型組合せ 差の日数 遺伝子型組合せ 差の日数
反復親 2.7柿 sh x反復親 1.5** sh x S-2' -1.4ホホ
sh 3.5市本 S-2 x反復親 0.6* S-2 x S-2' 2.1・ホ
S-2 2. 0*ホ S-2' x反復親 0.8** S-2 x S-3 2.2** 
S-2' 1.3柿 S-3 x反復親 3.0** S-2' x S-3 1.1** 
S-3 1.1ネ. sh x S-2 3.3** 
* 5%，柿1%水単で有意 1)差の日数ー(大六角1号型一早木曾2号型〉
第4表にみられるように，早生の反復親早木曾2号は晩生の反復親大六角1号より平均
約3日止葉展開が早く，その差は有意であった. 春矯系統および Flの場合も， 1例を除
いて他は全部反復裁の結果と同じ傾向で，早木曾型が大六角型より早生で，その差はし、ず















反復親 sh S-2 S-2' S-3 
遺伝子型
日数(葉数〕 日数(業数〕 日数(葉数〕 回数(葉数〕 日数(業数〕
S-3 41.3(7.0) 43.2(7.0) 43. 6(7.1) 39.5(6.5) 
47.4(7.0) 
S-2' 41. 2(7. 6) 42.6(7.3) ro.9(8.0) 48.5(7.81〕 ro. 2(7. 2) 51.1(8. 
S-2 43. 6(7. 6) 48.3(7.6) 52.4(7.8) 50.4(8.0) 50.6(7.2) 52.0(8.4) 
sh 39.9(7.4) 42.5(7.8) 52.9(8.5) 52. 1(8. 3) 49.4(7.2) 54.3(8.8) 
反復親 4581.86(79.07) ) 56.6(9.0) 54.9(8.6) 52.2(8.7) 52.3(7.6) 
*予め催芽種子を低温処理した




























対立遺伝子 S-2および S-2'を早木曾2号の遺伝的背景に組み入れた場合， single dose 
ではごく僅かであったが， double dose では 7~1l日止葉展開を遅らせた. これに反し
て，両遺伝子を大六角1号の遺伝的背景に組み入れた場合は，上とは反対に出穂が原品種
より促進され， single doseでは2日以上， double doseでは4日以上止葉展開が早めら
れた. これは， S-2座の春播性遺伝子と遺伝的背景との聞の特異的な働き合いを示唆す
る. これらにくらべて， sh遺伝子の場合はどちらの遺伝的背景でも僅かに出穂促進の傾
向を示すが， あまり明瞭で、はない. また S-3遺伝子は，とくに大六角1号の遺伝的背景
の時顕著な出穂促進を示し， double doseで9日以上止薬の展開を早めた.しかし早木曾
2号の遺伝的背景の場合には， 促進日数が doubledoseで約2日で，その効果は顕著と






第 6表 春矯系統同士の F，雑種と.MF， (各親の春矯系統と反復親との雑種
F，の平均値)との間の高温短日条件下における止業展開まで日数の差*
ぶよ?T ah sh sh SL2 S=2 S-2F x )( )( x x x 8-2 8-2' 8-3 8-2' 8-3 s-3 
早木曾 2号型 +6.55 +1.45 +8.50 +0.75 +2.35 
































sh x S-2' 
S-2 x S-2' 
S-2 x S-3 

























































































親J印度大麦何一2) 32. 8 
!丸実 16 号(S-2') 58.3 







sh x S-2 
ah x S-2' 
ah x S-3 
5-2 x S-2' 
S-2 x S-3 




































変 動 因 自由度 平方和 平均平方 F. 
反 復 2 4.040 2.020 5.45紳
遺伝子型 26 3622. 091 139.311 極大判
親系統 :F1 1 14.747 14.747 39.86*本
親系統内 7 1412.756 201.822 極大林
180.950 1 *場
早木曾型内 593.050 197.683 1 ホ*
大六角型内 638.756 212.919 /1 本*
F1内 18 2194.588 121.922 M キ*
318.329 1 ** 
早木曾型内 687.256 85.907 1 ** 
大六角型内 1189.∞3 132. 111 自， ** 
誤 差 52 19.240 0.370 





遺伝子型 反復親 sh S-2 S-2' S-3 
S-3 14.0 14.7 13.3 
9.9 
14.8 
S-2' 24. 1 24.0 26.7 26.2 17.6 29.7 
S-2 24. 1 2f，.2 'Z1.7 29.0 17.5 30.1 
sh 22.7 22.8 31.2 30.4 19.2 33.9 
反 4駆
_. 























』目 Doubledose 大六角型4間 Singledose 
sh型 S-3型
第 3図 遺伝的背景を異にする 4種の春矯性遺伝子の戸外秩矯
出穏期に及ぼす影響
第3図にみられるように， S-3遺伝子の出穂促進効果はもっとも顕著で. single dose 




合は出穏を遅延させ，大六角型の場合は促進させた. ただし， 出穂遅延は. single dose 






第11表によると， 大六角 1号の遺伝的背景の場合は， 各春矯性遺伝子の聞の働き合い
が MF1より出穂を早める方向に現われていることが認められる. これは前章の光週反応
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第 1表 春矯系統同士の F，雑種と.MF， (各親の春矯系統と反復観との
雑種 F，の平均値)との聞の戸外秩矯議培下における出穂期の差*
ぶや! -h ib 岨 sa s-2 s，.:.~F x x x x x x S:-2 8-2' s-3 S-2' s.s s-3 
早木曾 2号型 +1.80 +0.60 +2.60 -4.35 -4.75 
















遺伝子型差の日数 遺伝子型組合せ 差の日数 遺伝子型組合せ 差の日数
反復親 9.4紳 sh x反復親 10.1・* sh x S-2' 6.4場$
sh 11.1*場 S-2 x反復親 7.2*場 S-2 x S-2' 3.7掌$
S-2 2.4車率 S-2' x反復親 5.9・$ S-2 x S-3 2.8材
S-2' 3.5本本 S-3 x反復親 4.1*本 S-2' x S-3 4.3車場
S-3 4.9事$ sh x S-2 6.0** 
1)差の日数圃〈大六角1号型一早木曾2号型〉 ** 1%水準で有意、
第 12表によると， 早生の反復親早木曾2号は大六角 1号より平均9日以上出穂期が早
い.そして，春矯系統および雑種F，もこれとまったく同じ傾向で，早木曾型のものが大六
角型より常に出穂が早い. これらの差はいずれも統計的に有意である. なお，第 12表に
よると. sh遺伝子をホモあるいはヘテロに持つ系統や雑種は， 両背景聞の差が概して大
きい傾向がある. これは主として sh遺伝子の作用が戸外出穂期では強く発現されないた
















































• 3 r =0，76 r =0，60 















































播品種 Tammiである. Tammiは極早生品種であり， その極早生性は本研究の結果か
ら推測すると S-3遺伝子に由来するものと考えられる. しかしながら， チベットやエチ





















であった. また， 高橋，安田によれば， 東亜の春婦性大麦のほとんど全部がS-2を持ち
しかも我が圏在来の春播品種は S-21因子型である.さらに，欧州でも地中海沿岸の地域




























対する春播性遺伝子の多面的作用を調べた. すなわち， 座を異にする春矯性遺伝子 sh.
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